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Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ
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Ⅰ 本日の意見交換会の位置づけ
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都市計画法／渋谷区まちづくり条例に基づく都市計画手続きの流れ
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本日（1/28）
渋谷区まちづくり条例第37条第2項に基づく開催



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要
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Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要①
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検討されている再開発の概要

位置 渋谷区神宮前六丁目地内
面積 約0.3ha

位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
明治神宮前駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

表 参 道

明
治
通
り

検討中の区域



屋上を含めた
緑化の推進

Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要②
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検討されている再開発の概要

※内容については検討段階のものです

配置図 断面図

検討中

神宮前
交差点

南西側住宅地と表参道をつなぐ
歩行者動線となる敷地内通路の整備

明治通り沿いの小規模宅地を含めた
街区一体化による変形五叉路の解消

都
市
計
画
道
路
境
界
線



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要③
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現在定められている地区計画の区域

位置図 区域図（拡大）

計画地

JR原宿駅

東京メトロ
表参道駅

明治神宮

代々木体育館

代々木公園

表参道ヒルズ
●

ラフォーレ原宿
●

●東急プラザ
表参道原宿

東郷神社

N

A

B

C

D

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画

表 参 道

明
治
通
り

A B

神宮前五・六丁目地区計画

表参道地区計画



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要④
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１ 表参道沿道にふさわしくない土地利用を規制し、商業拠点としての発展と
住環境との調和を図る。

２ 建築物の低層階は、店舗や飲食店など集客施設を目的とする用途を導入し、
さらに魅力ある商業空間の形成を図る。

地区計画の変更を検討（表参道地区／神宮前五・六丁目地区）

表参道地区

表参道の欅並木と相俟って日本を代表する商業地として発展してきた表参道沿道の

良好な景観と都市環境の維持増進を図り、さらに魅力あるまちなみにすることを目標とする。

地区計画の目標

土地利用の方針

市街地再開発事業の実施において目指すもの
（街区再編／防災性強化／交差点の改善など）を新たに加える。

市街地再開発事業の実施における土地利用の方針を新たに加える。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑤
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神宮前五・六丁目地区

当地区は、住・商が共存する、緑豊かな落ち着いた魅力あるまちを形づくる地区である。

これまで進めてきた「快適な都市型居住空間の創出」、「ファッショナブルな生活文化の創
造」を発展させ、安全・安心で、人が住み良い、住み続けられるまちをつくっていくとともに、
商業との共存を図り、個性的で、魅力的な美しいまちなみを形成することを目標とする。

地区計画の目標

市街地再開発事業の実施において目指すもの
（街区再編／防災性強化／交差点の改善など）を新たに加える。

地区計画の目標を実現するため、神宮前五・六丁目地区にふさわしくない土地利用を規制し、
住宅と商業、文化等が調和した適正な土地利用を図る。区域を４地区に区分し、
各々の地区の特性に応じた土地利用の方針を定める。

Ａ地区－地区特性に応じた良好な土地利用を誘導し、商業・業務施設と調和した良好な
都市型住宅地の形成を図る。

Ｂ地区－明治通り沿道は、ファッショナブルでシンボル性の高い良好な商業地としての
土地利用を図る。また、緑化の推進、隣接地区との回遊性にも配慮し、
落ち着いたまちなみの誘導を図る。

土地利用の方針

Ａ／Ｂ地区に、市街地再開発事業の実施における土地利用の方針を新たに加える。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-1
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ご意見

区の回答

まちづくりの方向性で、にぎわい創出などが挙げられていたが、
方針に、住環境への配慮に関することを加えて欲しい。

いただいたご意見の主なもの

美化などについては区も協力していきたい。
明治通りの拡幅によって人の流れが変われば、
住宅地へ人が流れることも減るかと思われる。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-2
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ご意見

区の回答

近は事務所などとともに地区への進入車両が増えているが、
自動車動線が消えてしまうことが許されるのか。
続きの道路についてはどう考えているのか。
また、区道がなくなった場合の車両動線はどうなるのか。

いただいたご意見の主なもの

道路をなくすことは可能だが、議会の承認を経るなど、

正式な手続きが必要となる。続く道路については具体的な計画が
あるわけではない。区道がなくなった場合は区道622号を通って
いただくことを検討している。



■区道630号を廃止した場合の迂回交通動線

区道622号



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-3
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ご意見

区の回答

計画地の西側は車が多く、また、道路が狭い。電柱を埋めるなど、
歩行者が快適に歩けるような道を作ってほしい。
大きな建物が建つと納品車などが増えるが、対応策は。

いただいたご意見の主なもの

電柱について、東京電力には区からも協力を依頼したい。
納品車は建物の中の駐車場で荷捌きを行う。
道路については、建て替えの際にセットバックなどを
していただき、道が広がっていくことになる。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-4
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ご意見

区の回答

駐車場の出入り口はどの辺りに作るのか。居住者に迷惑がかから
ないように、厳しく指導してもらいたい。

いただいたご意見の主なもの

明治通り南側からの左折進入、敷地中央部付近での出入庫、明治
通りへの左折退出となる計画であり、周囲に悪影響が及ぶ恐れが
少ないと思われる。



■駐車場動線

明治通りからの

左折ＩＮ
左折ＯＵＴ

により車両を処理



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-5
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ご意見

区の回答

区道630号がなくなるのであれば、明治通りから右折進入できる

ように信号付き交差点を設けては。（地下鉄出入口とカバン販売
店の間の道路へ新宿方面から右折進入するイメージ）

いただいたご意見の主なもの

当該地は歩行者の危険な横断が多いため、拡幅事業と併せて
中央分離帯の設置が検討されている（警視庁と協議中）。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-6
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ご意見

区の回答

再開発に伴う工事等に関して、区から準備組合（再開発組合）に
対して具体的にどのような指導監督等を行うのか。

いただいたご意見の主なもの

騒音等については、関係法令を遵守するよう強く指導する。

着工の前には工事説明会が開かれるが、その他、工事が周辺に及
ぼす影響を抑えること、近隣の方々のご理解をいただけるように
丁寧な対応を行うこと等を要請していく。



Ⅱ 前回（12/4）の意見交換会の概要⑥-7
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ご意見

区の回答

今後、準備組合（再開発組合）と協議する意見交換会等の機会の
有無について知りたい。

いただいたご意見の主なもの

準備組合（再開発組合）と近隣の方々との意見交換会について、

具体的な日程等は決まっていないが、住民の方々への個別説明等
についても必要に応じて要請していく。



Ⅲ 都市計画の素案について
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Ⅲ 都市計画の素案について
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■第一種市街地再開発事業

■高度利用地区（変更）

■高度地区（変更）

■防火地域及び準防火地域（変更）

■地区計画（変更）…表参道／神宮前五・六丁目

神宮前六丁目地区再開発に関係して定める都市計画



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業①）

22

第一種市街地再開発事業とは（都市再開発法）

 敷地の統合を行う

 建物を統合し、再開発ビルを建て

る

 公共施設（道路や公園など）の整

備

 民間が主体となって行う

 敷地の統合による土地の有効（高度）利用

 建物の不燃化により防災性が向上する

 都市機能の更新により まちの魅力向上

イメージ

※国土交通省中国地方整備局ＨＰより



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業②）
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ケヤキ並木と沿道のまちなみとの調和の取れた、地区のシンボルとなる商業空間の形成

表参道地区計画

ファッショナブルな生活文化のまち／独特の雰囲気を活かした魅力ある空間形成（原宿駅周辺）
住機能に配慮しつつ、商業・業務機能の都市軸にふさわしい景観づくり（明治通り沿道）
魅力ある空間形成（表参道）

渋谷区都市計画マスタープラン（地域別まちづくり方針／神宮前地域）

ファッショナブルな生活文化を創造する魅力ある商業空間の形成
シンボル性の高い、にぎわいのある商業地の形成

神宮前地区まちづくり指針

ファッショナブルでシンボル性の高い、にぎわいのある商業空間の形成

神宮前五・六丁目地区計画

にぎわい創出／ファッショナブル
シンボル性が高い商業空間／街並みとの調和

まちづくりの
方 向 性



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業③）
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地区の課題

表 参 道

明
治
通
り

検討中の区域老朽化した建物

明治通り拡幅による
狭小な土地の連続

変形五差路による
歩行者への危険

老朽建物による
防災性の不足

にぎわいの
空白の存在
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にぎわい創出 ／ファッショナブル
高いシンボル性／ 街並みとの調和

まちづくりの目標

明治通り拡幅による狭小な土地

にぎわいの空白の存在

老朽建物による防災性の不足

変形五叉路による歩行者への危険

地区の課題

市街地再開発事業によるまちづくり

敷地統合による土地の高度利用

商業拠点の形成によるにぎわい創出

機能更新による防災性強化

街区再編による歩行空間の改善

Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業④）



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業⑤）
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第一種市街地再開発事業の都市計画（計画書）

名 称 神宮前六丁目地区第一種市街地再開発事業

施行区域面積 約0.3 ha

公共施設の
配置及び規模

道路

種 別 名 称 規 模 備 考

区画道路 特別区道第623号線 幅員6～8.4ｍ、延長約60ｍ 既設

(一部拡幅、付け替え)

建築物の整備

建築面積
延べ面積

(容積対象面積) 主要用途 建築物の高さの限度 備 考

約2,350㎡
約22,100㎡
(約15,400㎡)

店舗、公共公益施設

鉄道用変電施設

駐車場

高層部 60ｍ
中層部 45ｍ
低層部 30ｍ

GLは、 T.P.＋ 23.5m
とする。

建築敷地の整備

建築敷地面積 整備計画

約3,070㎡
放射街路第23号線と特別区道第623号線をつなぐ幅員4ｍの敷地内通路を整備する。
敷地内通路は、歩行者の快適性及び利便性を確保するとともに、緑化などによる
都市環境の向上を図る。

参考 地区計画区域内及び高度利用地区内にあり。

「施行区域、公共施設及び街区の配置、建築物の高さの限度は、計画図表示のとおり。」
理由：土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、第一種市街地再開発事業を決定する。



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業⑥）
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第一種市街地再開発事業の都市計画（計画図①）



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業⑦）
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第一種市街地再開発事業の都市計画（計画図②）



Ⅲ 都市計画の素案について（市街地再開発事業⑧）
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第一種市街地再開発事業の都市計画（計画図③）

S=1:1,000



Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区①）
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高度利用地区とは（都市計画法）

細分化した敷地の統合を促進し、防災性の向上と、

土地の合理的かつ健全な高度利用を図る地区に定める

建物の壁面の位置の制限（セットバック）や

建ぺい率の低減等により、市街地環境を改善する

建物の壁面の位置の制限（セットバック）や

緑化率などにより、容積率制限を緩和する

高度利用地区の決定は市街地再開発事業の法定要件



Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区②）
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高度利用地区の都市計画で定める事項

■容積率の 高限度／ 低限度

■建ぺい率の 高限度

■建築面積の 低限度

■壁面の位置の制限

低利用／過密を防止

建て詰まりの抑制

ペンシルビルの抑制

歩行空間の確保

高度利用地区の決定により、
土地の高度利用と都市機能の更新を図る



Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区③）
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高度利用地区の都市計画（概要）

項 目 Aゾーン Bゾーン

面 積 約0.5ha 約0.1ha

容積率の 高限度 55/10 35/10

容積率の 低限度 15/10 10/10

建ぺい率の 高限度 7/10 5/10

建築面積の 低限度 200㎡ 200㎡

壁面の位置の制限 1m 1m



Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区④）
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【変更箇所】 渋谷区神宮前六丁目地内

【変 更 前 】 指定なし

【変 更 後 】 高度利用地区（神宮前六丁目地区）

【面 積】 約0.6ha

【備 考】 （既決定地区）

代官山地区

神宮前四丁目地区

笹塚駅南口地区

千駄ヶ谷五丁目北地区

高度利用地区の都市計画（概要）



Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区⑤/計画図1）
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Ⅲ 都市計画の素案について（高度利用地区⑥/計画図2）
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Ⅲ 都市計画の素案について（高度地区①）
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高度地区とは（都市計画法）

建築物の高さの 高限度／ 低限度を定める地区

高度利用地区内は高度地区を指定しない（渋谷区高度利用地区指定方針及び指定基準）

番号 変更箇所 変更前 変更後 面積

1 神宮前六丁目地内 30m第三種高度地区 指定なし 約0.1ha

2 神宮前六丁目地内 30m高度地区 指定なし 約0.3ha

3 神宮前六丁目地内 60m高度地区 指定なし 約0.1ha

変更概要



Ⅲ 都市計画の素案について（高度地区②/計画図）
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②

①

③



Ⅲ 都市計画の素案について（防火地域/準防火地域①）
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防火地域／準防火地域とは（都市計画法）

市街地における火災による危険を防ぐために定める地区

高度利用地区内は防火地域を指定する（渋谷区高度利用地区指定方針及び指定基準）

番号 変更箇所 変更前 変更後 面積

1 神宮前六丁目地内 準防火地域 防火地域 約0.1ha

変更概要



Ⅲ 都市計画の素案について（防火/準防火地域②/計画図）
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①



Ⅲ 都市計画の素案について（地区計画）

40

地区計画とは（都市計画法）

地区計画を変更し、
再開発の目標／方針を位置付ける

地区のまちづくりの目標／方針を定める

道や公園など、地区の人達が使う施設（地区施設）の整備計画を定める

建築物等の用途／高さ／形態意匠の制限などを定める



Ⅲ 都市計画の素案について（表参道〔目標／方針〕）

41

１ 表参道沿道にふさわしくない土地利用を規制し、商業拠点としての発展と
住環境との調和を図る。

２ 建築物の低層階は、店舗や飲食店など集客施設を目的とする用途を導入し、
さらに魅力ある商業空間の形成を図る。

３ 明治通り沿道における交差点形状が不健全な区域では、
市街地再開発事業による街区統合を行い、交差点形状を改善して
歩行者の安全確保を図るとともに、敷地の共同化による
土地の合理的かつ健全な高度利用を図る。

表参道地区計画

1 表参道の欅並木と相俟って日本を代表する商業地として発展してきた表参道沿道の

良好な景観と都市環境の維持増進を図り、さらに魅力あるまちなみにすることを目標とする

を形成する。

2 街区統合や老朽化した小規模建築物の共同化による防災性の向上 及び
歩行者の安全確保を図る。

地区計画の目標

土地利用の方針
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神宮前五・六丁目地区計画（目標）

当地区は、住・商が共存する、緑豊かな落ち着いた魅力あるまちを形づくる地区である。

これまで進めてきた「快適な都市型居住空間の創出」、「ファッショナブルな生活文化の創

造」を発展させ、安全・安心で、人が住み良い、住み続けられるまちをつくっていくとともに、

商業との共存を図り、個性的で、魅力的な美しいまちなみを形成する。ことを目標とする。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、都市機能の

更新により防災性の向上を図るとともに、周辺の都市環境と調和した魅力的なまちな

みを形成する。

地区計画の目標
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地区計画の目標を実現するため、神宮前五・六丁目地区にふさわしくない土地利用を規制し、住宅と商
業、文化等が調和した適正な土地利用を図る。区域を４地区に区分し、各々の地区の特性に応じた土地
利用の方針を定める。

Ａ地区－地区特性に応じた良好な土地利用を誘導し、商業・業務施設と調和した良好な
都市型住宅地の形成を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、住環境との調和に配慮した
適正な土地利用を図る。

Ｂ地区－明治通り沿道は、ファッショナブルでシンボル性の高い良好な商業地としての
土地利用を図る。

隣接する表参道地区と一体的に市街地再開発事業を実施する区域では、
街区の統合による土地の合理的かつ健全な高度利用を図るとともに、
にぎわい創出の拠点となる商業を中心とした土地利用を図る。
また、緑化の推進、隣接地区との回遊性にも配慮し、落ち着いたまちなみの誘導を図る。

（以下略）

神宮前五・六丁目地区計画（土地利用の方針）

土地利用の方針
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※今後変更されることがあります

27年 28年

1月 2月 3月 4月 6月5月
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12月
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案
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原
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意
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会

案
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・
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・
縦
覧

都
市
計
画
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議
会

都
市
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画
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定原案公告

意見募集
案公告
意見募集

本日（1/28）
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